
東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ
東京ＹＭＣＡ西東京センター内 〒186-0002東京都国立市東1-4-20-102

TEL 042-577-6181 FAX 042-577-5574

ワイズメンズクラブモットー
強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う

五つの誓い
1.自分を愛するように隣人を愛そう
1.青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう
1.世界的視野をもって国際親善を図ろう
1.義務を果たしてこそ権利が生ずる事を悟ろう
1.会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ワイズメンズクラブの目的
１．個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭ
ＣＡの活動を支援する。

２．ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する。
３．地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない
正義を追求する。

４．宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員を啓発し
積極的に参加させる。

５．健全な交友関係を作り出す。
６．この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

【 2016～2017主題 】
国際会長 Joan Wilson  「Our Future begins Today」
アジア地域会長 Tung Ming Hsiao 「Respect  Y’s Movement」
東日本区理事 利根川 恵子 「For the Future, Act Today!」
あずさ部長 浅羽 俊一郎 「あずさ部は賜物の宝庫。もっと活かそうぜ︕」
東京武蔵野多摩会長 山口 直樹 「一歩一歩前に進もう。Yと共に︕」

【クラブ役員】
会長 山口直樹
副会長 板村哲也
副会長 伊佐節子
会計 宮内友弥
書記 渡辺大輔

２０１７年６月１４日発行 ２０１７年６月号(通算２０１号)

希望はわたしたちを欺(あざむ)くことがありません。私たちに与えられた聖霊によって、
神の愛がわたしたちの心に注がれているからです (ローマの信徒への手紙 ５章５節)

201７年
今月の聖句

強調月間：評価
日時：６月１４日(水) 19:00～21:00
場所：東京ＹＭＣＡ西東京ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

司会：伊佐 受付：麻生、石丸
ドライバー：野尻
第一部（総会：19:00-20:00）
＊開会点鐘（会長）

＊総会
第二部（入会式：20:00-21:00）
＊ワイズソング（全員）
＊ゲスト・ビジター紹介（会長）
＊聖句朗読（山口）
＊夕食

＊（転）入会式
司会：山口、司式：宮内
＊ＹＭＣＡ報告
＊ハッピー・バースデイ
＊にこにこ

＊閉会点鐘（会長）

＊今月のハッピーバースデー
１日：板村哲也さん
２３日：渡辺大輔さん

５月例会報告

６月例会プログラム

在籍者 １３名

出席者 １０名

メーキャップ ０名

出席率 ７７％

ゲスト ５名

ビジター ０名

ﾒﾈｯﾄ･ｺﾒｯﾄ ０名

にこにこ �����円

今年度総括と今後の課題
山口直樹

今年度は「一歩一歩前に進もう。Ｙと共に︕」を会長主題として
スタートした。昨年２月に新しいメンバーを久々に迎え、新しい風
と共に一歩前に進むことを目標にして始まった。柱として、東京Ｙ
ＭＣＡ西東京センター�以下西Ｙ�の活動をできる限り西Ｙと共に歩
むことと考えた。いくつかの活動に、企画の段階から参画すること
ができたと思う。西Ｙにとっても新しい風が吹いたのではないかと
思っている。
また、ワイズそのものを見直すことが今年度の最大のテーマに
なった。どこのクラブも会員減少、高齢化問題を共通に抱えており、
一番大きな問題である。また、今まで慣例として行ってきたことも
含め、我々の活動は何かを見直すことが求められている。今年度初
めにメンバー全員からワイズの持つ問題点をできるだけ挙げてもら
い、１１月例会および１２月第二例会で検討と共有をした。そこで
確認できたことは次の通りであった。
・良い社会、幸せな社会を作りたい。
・社会のため、人のために役に立つことをしたい。
・まず地域の中でできることから始める。
・社会的弱者・支援を必要としている人とのかかわりが必要
・ＹＭＣＡ行事のサポートやＯＢの活躍できる場も作りたい。
・無理のない範囲でできることを継続する。
事前の打ち合わせなども検討チームで行うなど、かなり深めたと思
う。例会でも秋田さんからＹＭＣＡ運動の現状と今後必要とされて
いるものを学び、大変参考になった。５月例会では西Ｙのリーダー
の話を聞き、社会状況に対して若いリーダーたち考えを学ぶことが
できた。まさに共に歩む実感を持てたと思う。
また、７月からは新しい活動（健康増進カフェくにたち）がスター
トする。新たな一歩を踏み出せることはうれしいことである。今年
度は改革を始めたばかりであり、思うように成果は出ていないが、
一歩ずつ前に進んでいると感じる。浅羽部長の主題は「あずさ部は
賜物の宝庫。もっと活かそうぜ�」利根川理事の主題は「明日に向
かって、今日動こう」であった。賜物の発見をし、前を向いて動き
始めたとの感想を持った。次期の栗本理事も「広げよう ワイズの
仲間」との主題で、改革をしながら活動の活性化を課題に挙げてお
り、全体としてもワイズ改革の機運が高まっている。川越での第２
０回東日本区大会も終わり、いよいよ次次期の宮内理事年度が目の
前に迫ってきている。ワイズ運動を再構築していく絶好のチャンス
として、東京武蔵野多摩クラブとしても共に歩んでいきたい。



２０１７年５月例会報告
日時 ５月１０日（水）１９時～
会場 東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター
メンバー︓１０名 ゲスト︓５名（ﾘｰﾀﾞｰ４名、鈴木氏）
卓話者︓西東京コミュニティーセンターリーダー

「リーダーたちとの懇談」
５月の第一例会はＹＭＣＡのリーダー大学生３名＜え
んがわ、ゴマシオ、ロベリー＞と、ＹＭＣＡ職員１年目
の＜セサミ＞のパネルディスカッション形式で、先輩職
員出沼氏のリードにて進行する。
若い世代と、Ｙ‘ｓのシニア族、年齢差関係なく熱い
思いを語り合う。
ＹＭＣＡとの出会いから現在の親子関係の問題点、又
シンギュラリティ（技術的特異点）の問題、ＳＮＳの問
題点などなど次から次へと話題が尽きない。
戦争のない今の時代、文明が発達して便利を追及する
時代、個を大事にして確立してきた時代、技術が進歩し
て本来は便利や快適である事は生活を楽にしてくれるは
ずなのに、私たちは心が追い付かなくなっている現実。
他人からの評価を気にして自分自身を見失ってしまい、
感じる心が削られてしまう気がする。
今ＹＭＣＡ、Ｙ’ｓの素敵な仲間たちとの出会いの中
でお互いの違いを認め、人の痛みを思いやる心を育み、
人の本質を理解できるように、一緒に共に悩み、共に笑
い、共に涙して、一緒の時を共有し、皆が幸福と感じて
生きて行きたいものである。
そして若者も、Ｙ’ｓのシニア族も、意識高い系で今、
現在のたくさんの問題点、今後の社会全体の方向性、又、
人の心、人の絆、人の輪の大切さを熱く熱く、二次会で
もまだまだ時間不足なほど、語り合える素晴らしさを痛
感する。
まだまだ世の中捨てたものではない。遠い昔のＹＭＣ
Ａ少年部時代を懐かしく想い出す。西東京センターの素
敵な仲間に感謝、感謝である。 （麻生由美子）

第３回あずさ部評議会
宮内 友弥

第３回あずさ部評議会がアトム評議会と名打って、
５月１３日１１︓００より山手センターにて開催された。
出席者は、議決権者３９名を含む６５名で４件の議案が
審議された。
１号議案 ２０１７�１８年度あずさ部活動方針案
２号議案 ２０１７�１８年度あずさ部予算案
３号議案 ２０１７�１８年度部会日程�１０月２１日�
４号議案 評議会開催日程（７月１５日、２月１０日、
５月２３日）

１、３、４号議案は全会一致で承認、２号議案は執行部
にて修正の上、再度審議されることとなった。
その後、部長、各事業主査、クラブ会長の活動報告があ
り、１２︓３０予定通り閉会となった。当クラブの出席
者は、伊佐、板村、山口、渡辺、宮内の	名。

東京たんぽぽＹサービスクラブ１５周年記念例会に参加
伊佐 節子

２０１７年５月１３日（土）東京ＹＭＣＡ山手コミュニ
ティセンターにおいて東京たんぽぽＹサービスクラブ１
５周年記念例会が行われた。
午前中の部評議会に引き続き、記念例会が実施される

ケースが近年多くなっている。
たんぽぽのように、地に根を張り、綿帽子となって種

子を飛ばし増えていく可憐でたくましい花をイメージし
て、東日本区で初の女性クラブの誕生となった
１５年の歳月には様々な問題があったと推察される。
初の「あずさ部」女性部長、初の女性東日本区理事を輩
出し頑張ってこられた。現在会員数６名で１５周年記念
例会を実施、参加者１２７名の大盛況であった。山口直
樹会長・宮内友弥・伊佐節子の３名が参加。

東京ＹＭＣＡ会員大会に参加して
山口直樹

５月２７日に東京ＹＭＣＡ東陽町センターにて第１５回
東京ＹＭＣＡ会員大会が開催された。詳しくは別に報告
書が出ると思うので、ここでは感想を述べたい。
今までは、ワイズを中心に比較的ＹＭＣＡと距離の近い
人たち中心の集まりであった。今回は内容を工夫して、
東京ＹＭＣＡで行われている様々な活動の紹介が１１の
ブースで行われ、他の活動を知る大変良いチャンスで
あった。西東京センターも二つブースを出し�一つの部
署で複数紹介しているのは西のみ�、活発な活動の一端
を垣間見れた。
今回は新しい工夫で活性化した大会であったと思うが、

活動に余りかかわりを持っていない会員は参加が相変わ
らず少なかったと思う。ちょっと残念。

[強調月間コーナー]
６月︓評価
東日本区では年度末6月を評価の強調月間としています。
一年間を振り返って、クラブの成果・反省点などを評価
し、また自分自身の1年間の活動がどうであったかを再
確認しましょう。何がどこまでできたか、できなかった
か。そして次の課題や問題点は何かを分析･評価し、次
年度へつなげることが大事です。 （TM）

東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ ２０１７年６月号

＜西東京ＹＭＣＡ便り＞ 出沼一弥
▼５月のプログラム報告
５／１４ 「にこにこ」５月例会 狭山稲荷山公園 ６名

「ロビンソン」５月例会 高尾山 ２２名
５／２０-２１ 「あおぞら・つばさの会」１泊会 妙高高原ロッジ・軽井沢 １２名
５／２１ 「TeenS」５月例会 川越 ３名
５／２８ 「Smile」５月例会 昭和記念公園 １０名

「シャベルズ・いずみの会」５月例会 高尾山 １７名

▼東京ＹＭＣＡ 第１５回会員大会（５／２７）
年に１度の会員大会を東京ＹＭＣＡ東陽町センターで開催しました。３部構成からなる１部で、ボランティアリーダーの中村有里
さん（こりん）が「Youth Volunteer of the Year」で表彰されました。中村さんは２０１３年度から４年間「知的障がい児・者の余暇活
動あおぞらつばさの会」で中心的な存在として関わり、幼児や小学生、中高校生対象のシーズンキャンプにも取り組んでいまし
た。持ち前の明るさは、メンバーを笑顔に変えるだけでなく、ミーティングで話が行き詰まると和ませていました。うまくできないこと
や苦手なことも楽しみに変える力を持ち、活躍したことが理由でした。
２部は東京ＹＭＣＡの様々な活動（プログラム）の紹介をブース形式で行い、西東京は障害プログラムを多く運営しているので、「
障がいのある方と共に」、そして会員活動として「シジュウカラ」を紹介しました。
今年は１４４名の会員が集まりました。多くの会員に西東京の活動紹介ができたことが嬉しく思うと共に、これからも会員が支えた
いと想う魅力ある活動を行っていきたいと思いました。

▼６月の主な予定
６／４ 幼児野外活動「にこにこ」６月例会

小学生野外活動「ロビンソン」６月例会
知的障がい児・者余暇活動

「あおぞら・つばさの会」１泊会
６／１０�１１ 知的障がい児・者余暇活動

「シャベルズ・いずみの会」６月例会
６／１１ 発達障がい児野外活動「
� ��」６月例会


